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                       会 社 名 株式会社 富士ピー・エス 

                       代表者名 代表取締役社長 長尾 德博 

（コード 1848 大証第２部、福証） 

問合せ先 取締役専務執行役員 
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「東日本大震災」の被災状況及び災害損失の特別損失への計上について 

 

東日本大震災により被災された皆様に心よりお見舞いを申しあげますとともに、一日も早い被

災地の復興をお祈り申しあげます。 

当社は、今般の東日本大震災において従業員に人的被害はありませんでしたが、福島県内の二

工場、栃木県内の一工場において地震による被害を受けました。 

 被災の状況調査、設備の点検、復旧作業を懸命に続けてまいりました結果、一部に未だ見積計

上費用等が含まれますが、平成 23 年３月期決算において、製品の一部破損や製造設備の一部損壊

等による災害損失を特別損失に計上することとしましたのでお知らせします。 

 

記 

１．被災した三工場の概要 

（１）東北工場   

①所在地 ：福島県安達郡大玉村 

  ②職員数 ：７名 

（２）いわき工場  

①所在地 ：福島県いわき市 

  ②職員数 ：７名 

（３）関東工場 

①所在地 ：栃木県真岡市 

②職員数 ：0名（平成 22 年１月から平成 23 年４月３日まで操業休止） 

 

＊生産品はいずれの工場も、プレストレスト・コンクリート構造物の土木、建築用部材であり

ます。 

 



２．被害等の状況について 

   東北工場、いわき工場は、出荷待ち製品の一部破損、製造設備の一部損壊等の被害を受け 

ました。また関東工場については、操業休止中であったことから出荷待ち製品はありません 

でしたが、製造設備の一部損壊等の被害を受けました。これらの破損製品の損失や処分費用、 

損壊設備の原状回復費用、その他工場操業停止中の固定費、調査・点検費用などを含め、災 

害損失は 140 百万円となりました。 

 

３．三工場の稼働状況について 

（１）東北工場 

   平成 23 年４月 11 日から操業を再開しております。 

（２）いわき工場 

   平成 23 年５月６日から一部操業を再開する計画であります。 

（３）関東工場 

   市場の需給関係により平成 22 年１月から操業を休止しておりましたが、マンション市場の

回復傾向に加え、いわき工場の代替工場として平成 23 年４月４日から操業を再開しており

ます。 

 

４．業績への影響について 

   今回の東日本大震災による当社の災害損失 140 百万円及び取引先の被災状況を勘案し貸倒 

引当金 55 百万円を平成 23 年３月期の特別損失として計上いたします。これによる同期の業 

績見通しに大きな変更はありません。 

 

 

以 上 

 


